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 令和４年３月１０日（木）   
 玉名市立横島小学校 
     校長 寺岡 伸義 

 朗読劇・よさこいクラブ発表会 

 今年度から、クラブ活動の一部として、１５人の児童が横島町公

民館講座「朗読劇・よさこいクラブ」に参加しています。そして、今

年度最後のクラブ活動になった９日（水）には、保護者を招待し

て、発表会を行ってくれました。始めは、みんな、とても緊張して

いたようでしたが、徐々に練習の成果を発揮し、とても楽しい発表

会にしてくれました。きっと、来年度もがんばってくれると思いま

すし、地元の伝統を引き継ぐ存在になってくれると思います。 

         

             

 ３年生までの保護者の方々にご協力いただきました標記の調査について、県全体の結果が公表されました。本

調査は、０歳児～小学校３年生の約５万人を対象に毎年実施されています。そこで、今回は県全体の結果から就寝

時刻に関する部分を紹介します。 

○午後１０時前就寝が出来ている３歳児から小学校３年生までの割合   ７５．５％ （前年度比＋０．８％） 

   ※ 本校１年生から３年生までで、午後１０時前就寝が出来ている児童の割合は７７．５％です。 

○午後１０時前就寝が出来ない理由       （   ）内は前年度比 

  ◆「家族の生活時間に合わせてしまい、子供の寝る時刻が遅いから」         … ６４．９％（－３．４％） 

  ◆「部活や習い事等で、帰宅時刻が遅かったり、決まっていなかったりするから」  … ２０．４％（－２．３％） 

  ◆「子どもがテレビやゲーム等の時間にとられ、寝る時刻が遅くなるから」       … １８．２％（－０．６％） 

  ◆「特に寝かしつけず、寝る時刻は子供に任せているから」               … １６．６％（－０．４％） 

   ※ 下の3項目は、学年が進むに伴い、この傾向がさらに強くなると考えられます。特に下の２項目  

   に該当する場合は、早めの改善が望まれます。 

熊本県就学前教育に係る実態調査の結果について 

 

 キャリア・パスポート 

 「キャリア・パスポート」をご存じですか？ 

 キャリア・パスポートは、キャリア教育に関

わる活動について、学びのプロセスを児

童・生徒自身で記述し、蓄積した記録を振

り返ることができるファイルのことです。小

学校から高校まで、引き継いでいきます。 

児童生徒は、このファイルを通して、自らの

学習状況やキャリア形成の見通しを立てた

り振り返ったりすることで、児童・生徒自身

の変化や成長を自己評価できるようにする

ことをねらっています。 

 ここでいう「キャリア教育」とは就業体験や

進路指導ではなく、児童・生徒自身のキャ

リアを形成するために必要となる様々な汎

用的能力を育てていくという教育なので、

教育活動全体で行うものです。そのため、

毎年、まとめていく資料は、文科省から提

示された参考形式を基に、各校が児童の

実態や発達段階により創意工夫することに

なっています。どの学年も、年度初めに目

標を立て、年度末に「１年間を振り返り」や

「自己の成長のまとめ」を作っていますが、

同様の内容が、キャリア・パスポートにファ

イリングされることになります。 

  



 


